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ク マ 祭 に 集 ま る 人 々

狩猟儀礼 に表 出するエヴ ェンキ族 の社会構成原理について

佐 々 木 史 郎＊

The People Gathering to the Bear Festival 

-The Social Principles of the Evenks Reflected 

       in Hunting  Rituals-

Shiro SASAKI

   The Evenk is the largest group of Tungus-Manchu-
speaking peoples in Siberia. Their bear festival is the so called 
"mountain -bear festival", a series of rites based  on a bear 

hunted in its den. This paper examines a social aspect of this 
festival in order to attempt to solve problems concerning their 
hunting-breeding organization which have not been dealt with 
by S. M. Shirokogoroff in his studies. 

   The bear festival of the Evenks is usually held in autumn. 
It consists of a series of rites of bear hunting, skinning, meat-
cooking, feasting, and burial of the bear's bones. There is no 

qualification for participation, and anyone in a camp or a village, 
sometimes even forigners, can take part in the feast. Partici-

pants can be categorized as a discoverer of the bear den, nimak 
(he is often a wife's brother of the discoverer), hunters, elders, 
and others. But some rules must be observed by each participant, 
according to his role in the festival. They often represent rules 
or principles of hunting-breeding organization among the Evenks. 

   By examining the rules of each category of participant, the 
following conclusions were  reached  : 

   1) Camps or villages of the Evenks are not formed on 
clan membership, but on a local or economic  basis; 

   2) Therefore, hunting customs or rules, which regulate 
hunters-breeders' activities regardless of clan affiliation, are more
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important than clan rules in camps or villages; 
   3) The structural superiority of the wife-giver group over 

the wife-taker group sometimes appears as a hunting custom in 
daily and ritual activities; 

   4) The leadership in a camp or a village is in hands of 
 elders; and 

   5) Reflecting these social phenomena, the bear festival of 
the Evenks is a camp or village festival, and is supposedly 
connected with locality. 

   Based on that it is necessary to collect and organize hunting-
breeding customs or rules in order to advance Shirokogoroff's 
studies and to make a more complete model of Evenk society.
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１． 序 論

　 クマ祭 １）は ， シベ リア の森 林 地 帯 の他 の諸 民 族 の場 合 と同 様 に， エ ヴ ェ ンキ族 （固

有 ツ ン グー ス族 ） に お いて も最 も重 要 な狩猟 儀 礼 の一 つ で あ る。 エ ヴ ェ ンキ族 に お い

て クマ に 関す る儀 礼 が行 な わ れ て い た こ とは ，古 くか らロ シア ， 西 欧 の旅 行 家 や 民 族

誌 家 に知 られ て いた が ， そ れ が詳 細 に記述 され ， 本 格 的 に研究 され る よ う にな るの は ，

意外 と最 近 の こ とで ， １９２０年 代 に入 って か らで あ る。 北 バ イカ ル 地方 の エ ヴ ェ ンキ族

（キ ンデ ィギ ル氏 族 ｋｉｎｄｉｇｉｒ） の クマ祭 の記述 が テ ィ トフ Ｅ・Ｈ・ＴＭＴｏＢ に よ って 公 に

され た の は１９２３年 で あ り， エ ニ セ イ川 左岸 の ス イム地 方 の エ ヴ ェ ンキ族 の クマ 祭 の 記

録 を ル ィチ コ フ Ｋ．ＰｂｌｑＫＯＢが発 表 した の は１９２２年 で あ る。 そ して， シ ロ コゴ ロフ Ｓ．

Ｍ ・　Ｓｈｉｒｏｋｏｇｏｒｏｆｆが そ の主 著 『北 方 ツ ング ース の社 会構 成 』 （Ｓｏｃｉａｌ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ

ｔｈｅ　Ｎｏｒｔｈｅｒｎ　Ｔｕｎｇｕｓ） に お いて ， 東 方 のエ ヴ ェ ンキ族 の クマ 祭 を 氏族 組 織 の観 点 か ら

１） シベ リアで は森林 地 帯 （タ イガ ） には ヒグマ （ｂｒｏｗｎ　ｂｅａｒ），北 極海 沿 岸 に は ホ ッキ ョ クグマ

（ｐｏｌａｒ　ｂｅａｒ）が 棲息 す るが ， この う ち， エ ヴ ェ ンキ族 が 狩 猟 ，儀 礼 ， 崇 拝 の対 象 と して い るの

は ヒグ マ の方 で あ る。 以 下す べ て クマ と略 称 す る。
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論 じた の は １９３３年 で あ り， エ ヴ ェ ンキ族 も 含 め ， シベ リア の クマ儀 礼 を 大 き く ２つ

の類 型 に分 類 し， 各 々の起 源 を論 じた ヴ ァ シー リエ フ Ｂ．Ａ．　ＢａＣＨｎｂｅＢ の 「ク マ祭 」

ＭｅＡＢｅ｝ＫＷｈ　ｎＰａ３ＡＨｎＫ が 『ソヴ ィエ ト民 族 学』 Ｃｏ８ｅｍｃκａｆｉ∂ｍκｏｅｐａｇ６ａｓ に掲 載 さ

れ るの は１９４８年 で あ る。

　 エ ヴ ェ ンキ族 の クマ祭 に関 して ， 現在 十 分 に研 究 がな され て きた の は，神 話 ，説 話

な ど との 関連 で あ る。 この問 題 は， 長年 エ ヴ ェ ンキ族 の フ ォー ク ロア の研究 に従 事 し

て きた ヴ ァ シー リェヴ ィチ ｒ’．Ｍ ．　ＢａＣＨｎｅＢｍ に よ って か な りの 部分 が解 決 され て い る。

そ して ， エ ヴ ェ ンキの象 徴 体 系 の研 究 も徐 々 に進 み 出 した。

　 しか し，他 方 で ， クマ祭 を め ぐ る入 々 の社 会 的 関係 に関 す る問 題 は， シ ロ コゴ ロフ

以 来 ， ほ とん ど進 展 を見 せ て いな い。 ヴ ァ シー リェヴ ィチ が有 益 な 資 料 を残 し，ま た ，

レー ヴ ィ ン， ドル ギ フ らが シベ リア諸 民 族 の 社会 構 成 に つ い て正 しい示 唆 を残 しなが

ら ［ＪＩＥＢＨＨ　Ｈ双ｏπｒＫｘ　 ｌ９５１］， そ の 両者 を有 機 的 に結 合 させ て ，シ ロ コ ゴ ロフ の提 起

した問 題 に取 り組 ん だ研 究 者 は皆無 に等 しい。

　 クマ祭 を は じめ とす る様 々 な象 徴 体系 を社 会 構 造 の観 点 か ら説 明 しよ う とす る研 究

は ， ギ リヤ ー ク族 （ニ ヴ ヒ族 ） に お いて ， 高 い水 準 で行 なわ れ て い る ［黒 田　 １９７４，

１９７５；ＢＬＡｃＫ　ｌ　９７３］。 とい うの は ， ギ リヤ ー クに つ い て は シ ュテ ル ンベル ク に よ っ

て膨 大 な民 族 誌 的 資 料 が収 集 ，整 理 され て い た上 ［ＩＩＩＴＥＰＨＢＥｐｒ　 ｌ９３３］， レヴ ィ＝ス ト

ロー ス が彼 の資 料 を 基 礎 に して ， ギ リヤー クの社 会 構 造 を完 全 に明 るみ に 出 した か ら

で あ る ［レヴ ィ＝ス トロー ス　 １９７７：５２９－５５４］。

　 エ ヴ ェ ンキ族 を は じめ とす る ッ ング ース 系諸 族 につ いて も， シロ コゴ ロフ の記 述 を

基 礎 に して ， レヴ ィ＝ス トロー ス が そ の社会 構 造 の解 明を 試 み て い る。 そ して ， そ の

成 果 は ウ イル タ （オ ロ ッコ）， ウ リチ な ど比較 的狭 い地 域 に居 住 し， しか も人 口 も少

な い民 族 の社 会 構造 の解 明を もた ら して い る ［黒 田　 １９８０］。 しか し， エ ヴ ェ ン キ族

の よ うに， 広 大 な 地 域 に分 散 し （エ ヴ ェ ンキ は シベ リアの諸 民 族 の 中 で も最 も分布 域

の 大 きな民 族 で あ る）， しか も， 社 会 集 団 の離 合 集 散 の激 しい民 族 の場 合 は ， 地 域格

差 が 大 き く， その 時 々の ，規 則 に従 わ な い変 化 が 多 い た め， 全 体 を包 含 す る よ うな 構

造 を 見 出す こ とは， きわ め て難 しい。

　 本 稿 で は， した が って ， エ ヴ ェ ンキ族 全 体 を 包 含 す る社 会 構 造 を 復原 す るとか ， 象

徴 体 系 を 明 らか に す る とか と い う大 きな問 題 を 扱 うわ け で は な い。 そ うで は な く， そ

れ らの問 題 解 決 の た め の さ さや か な一 歩 と な るべ く， クマ祭 の過 程 の 中 に顕 在 化 して

い る社 会 的 な 事 象 を も とに ，エ ヴ ェ ンキ族 の集 団 構 成 の あ り方 と親 族 構 造 の一 部 を 明

らか に す る こ とを 目的 と して い る。 よ り具 体 的 に言 え ば， クマ祭 に参 加 し， そ の過 程
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の中で様々な役割を果たす人々を分類，整理 して，エヴェンキ族の集落または狩猟遊

牧集団の構成 と，親族内における母方または妻方親族 （すなわち姻族） の役割 とにつ

いて論 じていくわけである。

　ただし，考察に入る前に，エヴェンキ族のクマ祭の過程を紹介 しておく必要があろ

う。これは，だれが参加 し，彼 らがどのような役割を果たすのかを具体的に示すため

である。

　 皿 ． エ ヴ ェ ン キ 族 の ク マ 祭

　 エヴ ェ ンキ族 に 関 して膨 大 な資 料 を収 集 し， 数 多 くの著 作 を 残 した ヴ ァ シー リェヴ

ィチ に よれ ば ，エ ヴ ェ ンキ族 の ク マ祭 は以 下 の過 程 で行 な わ れ る ［ＢＡＣＩｉＪＩＥＢＨｇ　 Ｉ　９７１：

１６０－１６５］。

　 クマ 祭 で 主 役 とな る クマ は， そ の た め に行 な わ れ る儀 礼 的 な狩 猟 によ って棲 息 処 の

クマ穴 で 倒 され た もの が使 わ れ る。 この種 の狩 猟 は秋 に行 なわ れ るの が普 通 で あ るが ，

図 １　 今世紀初頭におけるエヴ ェンキ族の分布域

　 　 　（［ＢＡｃｕａＥＢＨｑ　１９６９：８］による）
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稀 に春 に も行 な わ れ る。

　 ク マ猟 その もの は普 段 か ら行 な わ れ て い る が ， クマ祭 用 の狩 猟 とは区 別 され ，通 常

の 活動 で得 られ た クマ で は ，原 則 的 には祭 は行 な われ な か った。 通 常 の クマ猟 は森 の

中 で ， クマ と遭遇 した 時点 で行 なわ れ ， １人 で た ち 向か う こ と にな る。 こ のよ うな 狩

で クマ を倒 した者 は，そ の勇 気 を讃 え られ ，永 く伝 承 と して 語 り継 が れ る場 合 す らあ る。

　 しか し， ク マ祭 用 の儀 礼 的 な狩 猟 で は， ま ず 棲 息処 で あ る ク マ穴 を 探 し出 し，複 数

の狩 人 が協 力 して クマ を殺 す 。 この狩 で得 られた クマ は クマ祭 の主 役 とな るが ， そ の

狩 猟 活 動 や 狩人 達 が伝 承 化 され る こ とは決 して な い。

　 クマ祭 を行 な お う とす る場 合 は， ま ず クマ穴 の探 査 が な され る。 そ して ，発 見 者 は

そ の こ とを集 落 ２》に戻 って ， 自分 の姻族 の者 に報 告 し， クマ を殺 す権 利 を 彼 に譲 渡 し

な けれ ば な らな い。 エ ヴ ェ ンキ は こ の行 為 を ニ マ トキ ン κｕｎｔａｍκａκ とい い，譲渡 さ

れ た者 を ニ マ ク～ ニ メ ク ＨＵＭａκ～ κｕ・ｅｔ３κ３）と呼ぶ 。 こ の ニマ クは ， クマ穴 発 見 者 の

妻 の兄 弟 がな る場 合 が多 い。 彼 は ， これ か ら， クマ の殺 害 ，解 体 ， そ して儀 礼 の 中 で

重 要 な役 割 を果 た す こ とにな る。

　 ニ マ ク が決 ま る と，発 見 者 はそ の 同 意 を得 て ， 自分 の槍 を ニ マ ク に渡 し，翌 朝 ，種

々の禁 忌 を守 った 上 で ，整 列 して クマ穴 に 向 か う。 禁忌 と は，集 落 内 を静 粛 に して お

くこ と，残 る者 は鋭 い物 を手 に した り， 髪 を とか して は な らな いな ど で あ る。

　 クマ穴 に到 着 す る と， 狩人 た ち は ワタ リガ ラス の鳴 き声 を 真 似 し，手 を 上 下 に動 か

して 翼 を動 かす 動 作 をす る。 そ れ が終 わ る と， ニ マ ク が穴 の 出 口を棒 で仕 切 って ， 槍

を手 に しな が ら，「ヤ ク ー ト （ま た は ロ シア人 ）が お 前 を殺 しに来 た 」 とい って坐 る。

す る と，他 の狩 人 た ち が棒 を クマ穴 に さ し込 み ， クマ を追 い立 て る。 クマ は穴 か ら躍

り出た と ころ で ， ニ マ ク が立 てて お いた槍 の上 に の し掛 か り， 自 らの重 さで槍 が胸 に

つ き刺 さ る。 時 々， これ が失 敗 して 槍 の柄 を破 損 して しま う こ と もあ る が ，そ の 時 は

２） エヴ ェンキ族の集落は季節ごとの活動の違 いによ って，その規模，構成を変える。 トナカイ

をまとめて放牧 し，狩猟漁労活動を分業 して行 なう夏期には，かな りの数の家族 （核家族 が諸

活動の基本単位であ る）が 集まるが， 単独狩猟期 となる冬期には ２～ ３家族の集団に 分 解 す

る。時折，定常的 に行動を共 にする集団 もあるが，夏の比較的規模の大 きい集落 をはじめ，多

くは離合集散の絶 えない一 時的な ものであ り，集落 の設営場所 も季節 ごとの活動に応 じて，ま

た はその時 々の必要に応 じて 点 々と変わる。 エヴ ェンキ語 では一時的 集落のことを ウ リキ ト

ｙｐｕｒｃａｍ，川岸などに固定的に設 営 され る集 落 を メネイェン ＭＳκｓｅκ とい う （詳 し くは

［ＢＡｃｌｌｎＥＢＩＩｑ　 ｌ９６９：１０７－１０９，シロコゴロフ　 １９４１：５８６－５８８］参照）。 ただ し， クマ祭 に関す

るヴ ァシー リェヴ ィチの記述では， この集落 がどうい う性質の もので， どの程度の規模 にな る

のかは不明である。

３）次節で詳 しく触れ るが，この言葉 には異形 が多 く，地方 によ って様 々な形が使われている。

ニマ ク κａＭａκ，，ニメ ク κａκ３κは ともに代表的な形 で あるが， 本稿 では これ以後， ニマク

κμ〃σκの方を術語 として用いることにする。
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素 早 く木 を十 字 に組 ん で クマ穴 の 出入 口を塞 ぎ ， クマ が 出 られ な い よ うに して お いて ，

柄 を作 り直 し， クマ が 長 く苦 しん だ り，怒 った り しな いよ う に，速 や か に殺 す 。

　 殺 して しま うと， 再 び ヤ クー トや ロ シア人 が殺 した のだ と弁 解 し， ク マ の首 に縄 を

か けて 引 きず り出 し， 次 の よ うに言 う， 「お じい さん （お ばあ さん ），静 か に 出て来 て

下 さ い。 カ ー ク， キ ー ク」。 雌 グマ の 場合 は仔 グマ が穴 の 中 に い る場 合 が あ るが ， そ

の時 は外 に持 ち 出 して 来 て か ら殺 す 。

　 殺 され た クマ は そ の場 で 皮 を剥 が され ， 内臓 を取 り出 され て 解 体 され る。 ク マ は木

の枝 を 敷 きつ め た上 に横 た え られ ， ニ マ クが 次 の よ うに言 い な が ら， 胸 か ら前 足 にか

け て皮 を剥 ぎ始 め る。 「お じい さん （お ばあ さ ん），毛 皮 の外 套 をぬ ぎま しょ う。 た く

さん の蟻 がか けよ って きて ， チ クチ クや って るん で す よ」， ま た は 「これ は くだ らな

い人 間 が あな た を切 って い るん で す よ」，「お じい さん ， ホ シガ ラス が し らみ を互 い に

探 し合 って い る犬 の よ うに鳴 いて いま す よ 。」

　 足 の皮 を剥 ぐ時 は，足 跡 を 自分 た ちの もの か ら区別 す るた め ，爪 と足 の 裏 の皮 は残

し， さ らに腱 を切 って しま う。 こ の時 狩人 は次 の よ う に い う。 「お じい さん （お ば あ

さ ん）， あ な た は足 を しび れ させ ま したね 」。

　 皮 を剥 が しな が らクマ との会 話 が行 な わ れ る。 ま ず ， 皮 を剥 が して い る者 が， 「ど

こを 切 った らい いで す か。 こ こです か ， そ こで す か」 と たず ね る。 それ に対 して ニ マ

クが クマ の代 わ りに，「そ う， そ う」 と答 え て い く。 ま た ， 皮 を剥 が す者 が 「こ こに

は どん な人 々 が い ます か」 とたず ね る と， ニ マ クは 「オ ス チ ャ ー ク （ま た はユ ラー ク，

ヤ クー ト， ロ シア人）」 と答 え る。 この 時 ， クマ の怒 りが 自分 達 に向 け られな いよ う

にす るた め ，「エ ヴ ェ ンキ」 とは絶 対 に答 え な い。

　 頭 部 の皮 は頭 部 とと も に，他 の部 位 か らは区別 され る。 ス イム， オ レ クマ， ウ チ ュ

ル ， ウル ミな ど の各 地方 で は クマ の皮 は集 落 に運 ば れ て か ら剥 が され るが ，頭 部 の 皮

は最 長老 の婦 人 が剥 ぎ取 る。

　 皮 を剥 ぎ終 る と， 次 に脂肪 が取 られ る。 そ して ，狩 人 た ち は クマ の体 を樹 枝 で覆 い

か く して ，毛 皮 と脂 肪 を集 落 に持 ち帰 り， 全 家族 に分 配 す る。 各家 族 は各 々 自分 の 家

の鍋 で 脂肪 を煮 て ，宴 を 開 き， さ らに ニマ ク の家 へ 出 向 い て， 狩 の話 を聞 く。

　 翌 日，狩 人 達 は橿 ま た は ボ ー トを ひ いて ，体 の残 りの部 分 を 取 りに行 く。 肉 が集 落

に持 ち運 ば れ る と，残 留 して い た人 々 が出 迎 え て ，手 を上 下 に動 か して 「ク ー ク， ケ

ー ク
， キ ー ク」 と ワタ リガ ラス の動 作 と鳴 き声 を真 似 る。 持 って こ られ た体 は針 葉樹

の 枝 を敷 きつ めた 上 に横 た え られ ，解 体 され る。

　 ま ず ，第 一 椎骨 で頭 部 を切 り離 し，肺 ，肝 臓 ， 心臓 と と もに別 の 場所 に 置 く。 この
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時 頭 部 は鼻 先 が南 を 向 くよ うに置 く。 ニ マ ク はす ぐ心臓 を生 の ま ま食 べ る。 これ は，

彼 が クマ の本 性 を身 につ け るた め で あ る とい わ れ て い る。次 に 目 が取 り出 され （これ

は後 で 頭 部 と とも に埋 葬 され る），他 の 内臓 も次 々 に取 り出 され て ，腹 膜 で包 まれ る。

残 りの 肉 は 関節 ご とに分 解 され ，最 後 に鼠 瞑 部 の 脂肪 とペ ニ スが切 り取 られ る。 そ の

脂 肪 はす ぐに焼 串 で焼 か れ るが ， ペ ニ ス は保 存 され る。

　 分 割 さ れ た 肉 は集 落 の全 家 族 と付近 に住 む彼 らの親族 に分 配 さ れ る。

　 こ こま で が ク マ祭 の た め の準 備 段 階 で あ り， 肉 の分 配 が終 った後 ， 本 格 的 な 儀 礼

（ニ ムガ カ ン κ４〃解 κ０κ） が 行 なわ れ る。 以 上 まで の ヴ ァシー リェ ヴ ィ チ の 記 述

［ＢＡｃｖａＪＩＥＢＨｑ　 １９７１：１６０－１６１］ は主 に ポ ドカ ー メ ンナヤ＝ツ ング ース カ 地 方 ｎｏＡＫａ－

ＭｅＨＨａｆｌ　ＴｙＨｒｙｃＫａや ス イム地 方 ＣｂｌＭ な ど の西 部 の エ ヴ ェ ンキ族 の 事 例 に 基 づ い て

い るが ，東 部 の資 料 （ウチ ュル 地 方 ｙｑｙｐ，ウル ミ地 方ｙＰＭｖａ，オ レ クマ地 方 ＯｎｅＫＭａ）

も多 く用 いて い るた め ， お よそ ， エ ヴ ェ ンキ族 に共 通 に見 られ る過程 で あ る と思 わ れ

る。 しか し，儀 礼 に入 る とそれ ぞ れ地 方 ご とに独 自の特 色 を 持 つ よ うで あ る。

　 ス イム地 方 の 儀 礼 は ル ィチ コフ が 次 の よ う に 報 告 し て い る ［ＢＡＣＨｎＥＢＨｑ　 ｌ９７１：

１６２；ＰｂｌｑＫｏＢ　１９２２：１０９－１１２］。

　 第 １日 目は古 い杉 の木 の下 で薪 を燃 や し，深 夜 ま で クマ の首 筋 の肉 を 煮 る。昼 間 は

ず ら と ツ ング ー ス独 特 の踊 りを続 け， 真 夜 中 に 「ク ー ク， ケ ー ク」 とい う鳴 き声 の合

図 と と も に，料 理 が で き あが った こ とが 知 ら され る。

　 人 々が集 ま って く る と， ま ず老 人 が た き火 の近 くの良 い場 所 に坐 り， そ の他 の人 々

は そ の後 に 円坐 を作 る。 食 事 は黙 々 と行 なわ れ るが ，参 加 者 は皆 腹 一 杯 肉を つ め こむ。

食 べ終 る と， や は り皆 黙 々 と 自分 の家 に帰 って い く。

　 ２日 目 は脂 肪 を 料 理 した テ ケ ミ ン ＭθκＳＭπκ （東 部 で は セヴ ェ ン Ｃ３６Ｓκ と 呼 ばれ

る） とい うも の が用 意 され る。 １日 目 と同 じよ う に朝 か ら何 も食 べ ず ，若 者 は 日中 ，

夢 中 にな って踊 る。 や は り真 夜 中 に 「クー ク ， カ ー ク」 の 鳴 き声 と と も に饗 宴 が始 ま

る。 全 員顔 に す す を塗 って ワタ リガ ラス に扮 し，火 の囲 りに 円坐 をつ くる。 そ れ か ら，

ニ マ ク （この 時 は フ ユ ヴ レン ＸＪ２ｒＯＢｐｅＨ　 　 湯 を 沸 か す人 一 と呼 ばれ て い る） が 用

意 され た テヶ ミンを銘 々 に配 る。彼 らは恭 し くこれ を受 け取 り，食 べ ， それ が 終 わ る

と帰 宅 して ，家 で クマ の 肉を再 び腹 一 杯 食 べ る。

　 ３日目 に狩 人 達 が 頭部 を煮 る。 頭部 は夕 方 ま で 鼻 を南 に向 けた ま ま 白樺 の樹 皮 の 上

に置 か れ ， 白樺 の 樹 皮 の 「毛 髪 」 を つ け ，杉 の小 枝 の耳 輪 を耳 に通 し，頭 の上 に花 飾

りを のせ て お く。 他 方 ， フユ ヴ レ ン （ニ マ ク） が ペ ニ ス を ナ イ フで 切 り，木 の台 にの

せ ，男 た ちが一 人 一 人 ナ イ フの刃 で その木 を た た く。 そ れ が終 る と， フユ ヴ レ ンが頭
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部 の 皮 を剥 が し， 鍋 の 中 で煮 る。 真 夜 中 に ま た 「ク ー ク， カ ー ク」 の鳴 き声 と と もに

人 々が集 ま り，今 度 は男達 は ク マ の頭 部 の周 囲 に坐 り， 女達 は他 の部 分 の肉 の料 理 の

周 囲 に坐 って饗 宴 が始 ま る。 この宴 の 中 で ， あ る者 が クマ の 目を飲 み込 ん で 「運 だ め

し」 を す る こ とが あ る。

　 祭 の 最 後 は遺 骨 の埋 葬儀 礼 で あ る。 これ は饗 宴 の翌 日か 翌 々 日に行 な われ る。 クマ

の顎 骨 ， そ の他 の骨 ，「毛 髪 」，耳 輪 ，花 飾 り， クマ の体 に さ して お い た 弓矢 はす べ て

白樺 の樹 皮 で くるま れ ，集 落 の 西 に運 ばれ ， 森 の 中 で適 当 な杉 の 木 を見 つ け て そ こ に

包 み をか け る。 頭骨 も若 い杉 の 切 り縮 め られ た 幹 の上 に安 置 され る。 これ らが終 る と

人 々は あ る程 度 後 ず さ りを し， それ か ら家 路 につ く。

　 集 落 に帰 る と シ ャー マ ンに よ る清 め が行 なわ れ る。 そ して こ う した一 連 の埋 葬 儀 礼

を経 て ， そ の クマ は人 間 とエ ク シェ リ ＳκＬｕｅｐｕ （天 上 の 至高 神 ） と の間 の仲 介者 とな

る。 残 され た クマ の毛 皮 は主 宰 者 （クマ穴 の発 見 者） の姻 族 の者 が受 け取 るが ， シ ャ

ーマ ンが母 の氏 族 出身 の 者 の場 合 は そ の シ ャー マ ンに与 え る。 頭部 の毛 皮 は常 に シ ャ

ー マ ンに与 え られ る。 シ ャー マ ンは与 え られ た クマ の毛 皮 で ， 病気 治療 用 の装 束 を作

る。 ま た， クマ の足 は トナカ イの首 にか け られ て オ オ カ ミ除 けの お守 り と して利 用 さ

れ ，胸 骨 は家 の 中心 とな る柱 にか け られ る。

　 ポ ドカ ー メ ンナヤ ・ッ ング ース カ地 方 の エ ヴ ェ ン キ族 の クマ祭 は １９２０年 代 ま で 行

な わ れ ， そ の様 子 は ヴ ァシー リェヴ ィ チ 自身 に よ って 採 取 され て い る ［ＢＡＣＨ”ＥＢＭｑ

ｌ９７１：１６３］。

　 解体 の し方 は上 記 の や り方 と若 干細 か い点 で異 な る程 度 で あ る。 つ ま り， 頭部 を切

り離 す とす ぐに 目 を取 り出 し， 白樺 の樹 皮 で くるん で タ イ ガ の 中へ 持 ち出 す 。 そ して

あ るカ ラマ ツ の幹 の三 面 に磨 きをか け， ２メ ー トル ほ どの高 さ の所 に くぽ み を つ くっ

て その 中 に そ の包 み を入 れ ，「お じい さん ， あな た の 目を チ ュ キ ｌｆ　Ｙκπ （頭 部 と 目を安

置 した 木 の幹 ） の 中 に隠 しま した よ。 ホ シガ ラス が鳴 いて ま す よ」 と言 う。 幹 の 露 出

して い る部 分 に は クマ の血 が塗 られ る。

　 翌 日， 狩 人達 は頭 部 を 煮 て ，夕 方 それ を 食 べ る。 食 べ る に先 立 って ， ク マ に向 か っ

て次 の よ うに話 しか け る。 「お じい さん ， あ な た の頭 を ッ ン グ ース の息 子 が 招 待 す る

よ」。 男達 は頭 の他 に も茄 で た 肉 を食 べ られ るが ， 女 達 は あば らの 肉 しか 食 べ る こ と

を 許 され な い。 饗 宴 の参 加 者 は しば しば ，肩 越 しに食 べ終 っ た肋骨 を投 げ て 「丸 太 に

なれ」 とか ，「倒木 に なれ 」 と言 う。 これ は， 森 の 中 で ク マ と遭遇 した時 に狩 人 と ク

マ の間 に木 が倒 れて くれ て戦 い を有 利 に して も らうた め で あ る といわ れ て い る。

　 次 の 日， 肉 を はず され た頭 骨 は条 枝 に く るまれ て ， ク マ と少 年 の戦 い とい う儀 式 が
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行なわれる。この時，少年 と格闘することになるクマは，骨を解剖学的に正 しく組み

立てたものが使われることもある。

　 この格闘では 「弟」つまり少年が，「兄」つまりクマの骨を条枝の束でくるんだもの

を抱きかかえて足踏みを し，さらに倒れて上になったり下になったりする。参加者は

すべて興味深 く観戦 し，ヤジを飛ばして応援する。

　 この儀式の後，再び饗宴となる。参加者たちはテケ ミヴナ〃Ｚ３κｓｎｅａＢＪ７κ’ａ （脂肪料

理）をスプーンに何杯も食べ，残りは親族たちにまで分け与える。

　 １日後，クマ穴の発見者が森へ頭部を埋葬に行 く。クマの頭部の骨は通常，切 り縮

められた杉の幹の上 （チュキ型κ〃）に安置される。埋葬者は集落を出る時，「おじい

さん，あなたを杉の木の切株に連れて行 くよ」と言 う。彼は森の中に入ると適当な木

を見つけて伐採 し， 切 り口のへこみの中に頭骨を置き，「おじいさん，あなたの頭の

ためにこんな家を見つけたよ。ここはだれにも見つからないよ」 と言 って，横木をチ

ュキの近 くに倒す。チュキができ上がると彼は集落に戻る。

　 スイム地方 と同様に，ポドカーメンナヤ ・ッングースカ地方でも胸骨を家の中央の

柱にかけておく。爪を敷居の下に埋めることも行なわれる。

　 アルダノ＝ウチュル地方 ＡＡＪＬａＨｏ－ｙｑｙｐのエヴェンキ族ではクマ祭が１９４０年代まで

続けられており， これ もヴァシーリェヴィチによって記録 されてい る ［ＢＡｃｖａπＥＢｖａｑ

ｌ９７１：１６３－１６４］。

　 彼 らは狩猟の時， 皮を剥 ぐ時，饗宴の準備の時， 頭部を煮る時， 饗宴の時にワタ

リガラスの鳴き声を出すという伝統を保持 しつづけていた。彼 らの祭の 中心 は饗 宴

　　 シヴァイバ ＣＵＢａａ６ａ　　にある。

　 女達は一日中クマの肉を煮て，細か く切り，油で揚げる。他方男達は頭部を煮る。

饗宴には近隣に住む者がことごとく呼ばれる。ただ し，以前は共に遊牧活動をする家

族の者だけが呼ばれたという。

　 料理された大量の肉は大きなフライパ ンの上に置かれ，頭部は皿の上に置かれる。

頭部にはクマの舌をつけた棒 がさしこまれる。饗宴はテントの中で行なわれるが，女

性は左側，男性は右側を占め，それぞれ長老達が最前列に坐わる。頭部がのった皿が

狩人のぞぱに置かれ，肉がのったフライパ ンは女達のかたわらに，そして脂肪の料理

であるセヴェン ｃ３８３κが入った器は脇の方にそれぞれ置かれる。

　 まず最 も尊敬されている老人が肉塊か ら最初の一切れを取り，頭部 と脂肪からも一

切れずつ取 って，棒にさし，それを狩入にわたす。狩人はそれを受け取ると肉をもう

一切れ追加 し，長老に返す。長老は再びそれを手にとると，上部の肉を少 し切 り取っ
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て炉に投げ込み，「このようなものを遣わ してくれ」と言う。 それから，下顎の肉を

切 り取って棒の上にのせた後，それを最長老の婦人に渡す。彼女は一度それをそばの

老婦人に渡すが，その老婦人はすぐに彼女に返す。そ して最長老の婦人も上部の肉を

少 し切 り取って炉に投げ込み， 「動物を遣わ して くれ」 という。 もし，然るべき老婦

人がいない場合は，その棒は老人から老人へ と回され，狩人に渡される。各 々は棒を

受け取 ると 「ダヴン」 と叫ばなければならない。

　 これだけの儀式が終って初めて饗宴が始まる。男達は自分達で煮た頭部の肉を食べ，

女達はフライパ ンの上の肉を食べる。 しばらくするとセヴェンが入 った入れ物が中央

に置かれ，左回りに順に回される。 しか し，最長老の婦人のところに来るまではだれ

も中のものを食べようとは しない。彼女はその器が回って来 ると恭 しく拝 し，さじで

心ゆ くまで食べる。彼女が食べ終ると各人が回しなが ら同 じさじで食べる。この時必

ず 「クーク」 とか 「ダヴン」 と叫ぶ。狩人たちはセヴェンを食べる時に歯を使っては

ならない。一座の者は皆，どの狩人が何杯飲むかに注 目する。脂肪の入 った器は３回

まわされ，それが終ると饗宴も終る。残った食物は客にすべて分配される。

　饗宴の後，頭骨は解剖学的に正 しく組み立てられ，顎の間に棒をはめこんで，全体

をさるやなぎの枝で くるむ。 アルダノ＝ウチュル地方では こうしてつ くられた頭骨全

体をもチュキ 塑κπという。チュキは４面を削った落葉松の幹の上に安置される。幹

の削 られた面にはクマの血が塗 られ，さらに黒い色で横線が何本かつけられる。取り

出された目は再び眼窩に戻され，耳 と鼻も頭骨 につけられる。残りの骨 も木の枝にく

るまれて，チュキのそばに作 られる木の台の上に安置される。骨の埋葬式は常に黙々

と行なわれる。

　以上，エヴェンキ族のクマ祭 について，クマ猟などの準備段階と３地方 （スイム，

ポドカーメンナヤ ・ツングースカ，アルダノ＝ウチュル）の祭の式次第を紹介してきた

が，細かい点での地方差を捨象すれば，エヴェンキ族のクマ祭の骨子は以下のように

整理できよう。

１　 準備段階

１）　クマ穴の探査

２）　 クマ猟

３）　皮剥 と解体，肉の分配

２　儀　礼

１）　饗宴 （踊り，行事，食事）

２） 遺骨の埋葬
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皿．　 クマ祭の参加者

　上 で 示 した ヴ ァ シー リェヴ ィチ の資 料 に基 づ く例 に見 られ る よ うに， エ ヴ ェ ン キ族

の ク マ祭 には様 々 な人 々が 参 加 して い る。 しか し， 彼 らは無 秩 序 に集 ま って 騒 ぐの で

は な く， あ くま で もエ ヴ ェ ンキ社 会 に内包 さ れ る諸 規 則 に従 って行 動 して い るの で あ

る。 したが って ， 彼 らを分 類 ，整 理 し，各 々が従 って い る規則 を 明確 にす れ ば， エ ヴ

ェ ンキ社 会 の構 成原 理 の 中 で これ ま で漠 然 と して い た部 分 が よ り明瞭 と な るで あ ろ う。

　 そ こで クマ祭 へ の参加 者 を次 の よ うに分類 して み た。

　１． ク マ穴 の発 見 者 　２． ニ マ ク　 ３． 狩 人 達 ４． 長 老 達 　５． 一 般 の 参 加 者

１．　 クマ穴 の発見者

前節の記述を整理すれば，クマ穴の発見者の果たす役割は次の通 りである。

１）　 クマのすみかである洞穴を発見 した後，そのことを自分の姻族の者に報告 して，

彼をニマクとし，自分の槍を渡 して，クマの殺害を依頼する。

２）　ニマク，狩人達をクマ穴へ案内する。

３）　 ニマク，狩人達とともに皮剥ぎ，解体を行ない，饗宴の準備をして，共に肉を

　食べる。

　４）　地方によっては饗宴の後，遺骨の埋葬を行なうこともある （例えば上記のポ ド

　カーメンナヤ ・ッングースカ地方など）。

　クマ穴の発見者は，ニマクを選出 したり，遺骨の埋葬を行なうなど，祭の代表者 と

しての役割をある程度果たし，いわゆる 「主宰者」に準ずる地位にあると考え られる。

一般的に，社会的に重要な地位を占める儀礼の参加者を分類 し，説明していく場合，

まず，中心となって儀礼を催 し，客人を招いて饗宴を張る 「主宰者」について言及 し

なければならないが，本節の第一項目に 「クマ穴の発見者」 という項目を設定 したの

もそのためである。

　 しかし，クマ穴の発見者が本当に祭を主宰 しているのかどうかはきわめて疑問であ

る。というのは，クマを殺害 した後のその遺体への態度，饗宴に際 しての肉や骨に対

する敬意の払い方が他の狩人や男達 と変わりなく，また，彼が客人を招いてクマの肉

を皆に振舞っているわけではないか らである。

　 クマ穴発見者が祭の主宰者か否かということを別にしても，ヴァシーリェヴィチ，

その他の民族学者の記述，資料は，エヴェンキ族のクマ祭が，主宰者不在の祭である

という印象を与える。
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　 主 宰者 ま た は主 宰 す る集 団 が存 在 す るの か ど うか とい う問 題 は，彼 らの狩 猟 にま つ

わ る慣 習 と，彼 らの クマ祭 の性 格 そ の もの と に関係 して い る。

　 彼 らの狩 猟 活 動 に関 す る慣 習 とは 「ニマ ト」 ＨＵＭａ〃Ｚ と呼 ば れ る も の で （名 称 が

「ニ マ ク」 と関係 が 深 いが ， そ の こ とは次 項 で触 れ る こ とにす る）， そ れ は ， 狩 人 は

自分 が森 で得 た獲 物 （特 に食 肉獣 ） を決 して 一 人 で 消費 して はな らず ，集 落 内 の他 人

（特 に他 氏 族 の者 ） に毛 皮 か 肉 の一 部 を分 け与 え な け れ ばな らな い とい う不 文 律 で あ

る。 この不 文 律 は比 較 的近 年 ま で厳 格 に守 られ て お り， ニ マ トに類 す る言 葉 と慣 習 は

エ ヴ ェ ンキ族 だ けで な く同 じ北 方 ッ ング ー ス系 の民族 で あ る，オ ホ ー ッ ク， カ ム チ ャ

ツカ の エ ヴ ェ ン族 （ラム ー ト族 ） に ま で 拡 ま って い る ［トゥ ゴ ル コ フ　 １９８１：１３４；

ＴｙｒｏａＫｏＢ　 １９６３：２８；ｒｙｐＢＨｑ　 Ｉ９６０：７４ユ。

　 エ ヴ ェ ンキ族 の集 落 で は ， この慣 習 に基 づ いて ，狩 人 が持 って 来 た 獲 物 は集 落 内 で

分 け られ て しま い， しか もそ の 分配 に つ い て は狩 人 自身 が 口を 出せ な い ［トゥゴ ル コ

フ　 １９８１：１３４］。獲 物 は決 して彼 の所 有 物 で は な く， 狩 人 は集 落 の人 々か らの賞 讃 だ

けで 満足 す る。

　 個 人 猟 によ る獲 物 が狩 人 本 人 の 自 由 にな らな い ので あ るか ら，集 団 猟 で得 られ た獲

物 は無 論 ，集 落 全 体 で， 一 定 の 規 則 に基 づ い て分 配 され て しま い ，狩 人 達 に特別 な権

利 は な い。 した が って， クマ 祭 用 に行 な わ れ る クマ猟 で も， クマ穴 の発 見 者 には 自 分

が見 つ けた クマ に対 して特 別 な権 利 ，権 限 は な い。 それ ど ころ か ， ク マ を殺 す 権 利 を

他 人 に譲 渡 しな け れ ば な らな い。

　 ま た ， ニマ クの方 もク マ を殺 す権 利 を ゆ ず り受 け， 皮剥 ぎ，解 体 を指 導 す るが ， 彼

に も殺 した クマ を 自 由 に処 分 す る権 限 はな い。 つ ま り，発 見 者 も殺 した者 もクマ を 自

分 の もの に はせ ず ，恐 ら く， 饗 宴 に際 して 皆 に振 る舞 うと い う意識 もな い もの と思 わ

れ る。 ま た逆 に集 落 の者 も，特 定 の 個 人 あ るい は親 族 集 団 に招 待 され ， ク マ の肉 を 振

る舞 われ て い る とい う意 識 で参 加 して い る の で はな い。 クマ の 肉 が食 べ られ るの は 当

然 の こ とで あ り， 自 分 らが主 宰 して 祭 を行 な って い る と い う意 識 が あ るの で はな いか

と思 わ れ る。

　 特定 の主 宰 者 の 存在 に つ い て の第 ２の 関 連 問題 は ， エ ヴ ェ ン キ族 の クマ祭 が死 者 の

弔 い上 げ ，最 終 的 な供 養 とい った 意 味 を持 た な い と い う こ とに あ る。

　 ア イ ヌ型 の いわ ゆ る 「飼 い グ マ祭 」 を 行 な うギ リヤ ー ク族 ， ウ リチ （オ ル チ ャ） 族

な どで は クマ祭 が 氏 族 に よ る死 者 の弔 い上 げ で もあ り， これ によ って死 者 は氏 族 の祖

霊 の 仲 間 入 りを す る こ と に な る ［ＺｏＬｏＴＡＲＥｖ　 １９３７：１１３；ＩＵＴＥＰＨＢＥＰｒ　 １９３３：６０；

黒 田　 １９７４：３９］。 した が っ て彼 らの クマ祭 は特定 の氏 族 の者 の 主 宰 で行 な わ れ ，客

４６２



佐 木々　　クマ祭に集まる人々

は饗宴に招待されて歓待を受け，参加者の役割は主宰者 との関係で規定される。

　 しかし，ヴ ァシー リェヴィチ， トゥゴル コフ，レーヴィンらの記述を見る限り，エ

ヴェンキ族においては，クマ祭に死者の供養 という意味はな く，特定の氏族が祭の中

で主人役を務め，集落の者を歓待するという形式はとられていない。ウリチのクマ祭

では出される食物が多いほど主宰者は賞讃 され，少 な い と非 難 され る ［Ｚｏｌｏｔａｒｅｖ

ｌ９３７：１１６］。 しか し，エヴェンキの場合，人々は自主的に思 う存分食べるのであって，

食べ物が少ないとして特定の者が非難されるという記述は見当たらない。

　 以上 ２つの観点より，我々はエヴェンキ族のクマ祭 には特定の個人または親族集団

（氏族）による主宰者なる者の存在を疑問視する。ただし，全 くその存在を否定する

わけではない。というのは，クマ祭を催そうとするある個人または集団がクマ穴を探

査 し，発見者になっている可能性があり，また，クマ祭を観察 した研究者も我々もク

マ穴発見者 とその親族の役割を過少評価 している可能性もあるからである。最終的な

結論はより多くの資料を得てからにしたい。

２． ニ マ ク

　 ニ マ ク は， 上 で紹 介 した 記 述 に も あ る よ う に， エ ヴ ェ ンキ族 の クマ祭 の 過 程 全体

を通 して 最 も 多 くの役 割 を 果 た す 人 物 で あ る。 ニ マ クに は 集 落 内の クマ穴 発 見 者 の

姻族 の者 が な るが ， ヴ ァシー リェヴ ィチは 妻 の兄 弟 が な る こ とが多 い と 述 べ て い る

［ＢＡｃｕＪＩＥＢｕｒ　　Ｉ　９７１：１６０］。

ニ マ クの役 割 を列 挙 す れ ば以 下 の よ う にな ろ う。

１）　 クマ穴 発 見 者 か ら譲 り受 け た槍 で クマ を仕 止 め る。

２）　 ク マ の皮剥 ぎ作 業 を指 揮 す る。

３）　 皮 剥 ぎ の際 の 問答 に お いて ， クマ の代 弁 者 とな って返 答 す る。

４）　 クマ を解 体 す る際 ， クマ の心 臓 を生 で食 べ て ， クマ の 本性 を身 につ け る。

５）　 フユ ヴ レ ンと して参 加 者 に テケ ミン （脂肪 の料 理） を 配 る。

６）　 クマ の頭 を煮 る前 にそ の皮 を剥 が し， さ らに ペ ニ スを 切 り取 って木 の台 に のせ

　 る。

　 （５），６）はス イム地 方 の事例 よ り）

　 これ らの 中で 重要 な 点 は ， クマ を殺 すだ けで な く， クマ の代 弁 者 とな った り，心 臓

を 食 べ て クマ の本 性 を 身 につ けた り して ， クマ の代 役 を 果 た す こ とに も あ る。

　 ニ マ ク は， クマ穴 発 見者 の姻 族 で あ る こ と， クマ の代 役 を 務 め る こ と， そ して 前 項

で指 摘 した 「ニ マ ト」 と い う慣 習 と言 葉 の上 で もそ の 内容 の 上 で も関係 が深 い こ との

４６３



国立民族学博物館研究報告　 １◎巻２号

３つ の点 に お い て注 目す べ きで あ る。

　 ニマ ク～ ニ マ トとそれ に類 す る語 彙 を最初 に採 取 した の はカ ス トレ ン Ｍ ．Ａ．　Ｃａｓｔ－

ｒ６ｎ で あ る。 彼 は その ツ ング ース 語 に関 す る著 作 の語 彙 集 の 中 に 「ニ マ ク」ｎｎｕａκ

と い う単 語 を 掲 載 し， そ れ に Ｎａｃｈｂａｒ （「隣 人」） と い う ドイ ツ語 の 単 語 を あ て て

い る ［ＣＡＳＴＲＥＮ　 ｌ８５６］。 そ の後 テ ィ トフ が そ の ツ ン グー ス 語 の 辞 書 に κｉＭａｍ ，

κ，ａｎｅａｖｙｉｐｉκ，κｉＭｅ∂ｂｔＢｐａ と い った単 語 を 載 せ て い る ［ＴＨＴＯＢ　 ｌ９２６］。 前二 者 は 名

詞 で ， 彼 は 瓜ａｐｃＴＢｅＨＨｂｌｉｌ　ｎａｔｉ：０６ｂｌｑＨｏ　”ｏ諏ｏＢｖａＨａ　１ＩＩＫｙｐｂｌ－一一一一贈 与 さ るべ き分 け前 ，

通 常 半 分 の毛 皮 　 　１と い う意 味 を つ け，後者 は動 詞 と して ，ｏＴＡａｎ　ｎａ蕗，　ＫａＫ　ＲｏＡａｐｏＫ

ＴｙＴ　 贈 り物 ＴｙＴ と して， 分 け前 を与 え る　 　 と い う意 味 を つ け て い る。

　 しか し， ニ マ ク～ ニ マ トと い う言 葉 を本 格 的 な研 究 対 象 と した の は シロ コゴ ロ フで

あ った。 彼 は氏 族 成 員 間 の 関係 を 表 わす 慣 習 と して ニ マ デ ィ フ ｎｉｍａｄｉｆとい う慣 習 を

取 り上 げ， そ れ を次 の よ うに説 明 して い る。 「即 ち純 粋 な形 で は ， これ は狩 猟 の獲 物

を氏 族 員 に与 え る こ とか ら成 り立 って い る一 換言 す れ ば狩 猟 の成 果 は狩 猟 者 の もの

で は な く氏族 の もの な ので あ る　 　。」 ［シロ コゴ ロ フ　 １９４１：３８８］ そ して ， ク マ を

皆 で食 べ る と い う慣 習 が これ と 同 じ ク ラス に 属 す と も 述 べ て い る ［シ ロ コ ゴ ロ フ

１９４１：３８９］。

　 さ らに彼 は この言 葉 に 関 す る註 に お いて ， 関係 語 彙 を紹 介 して ， この 言 葉 が 「訪

問」，「賓 客 」 と い う意 味を 表 わ す 言葉 （例 え ば，ニ マ ウ ｎ’ｉｍａω，ニ マ ヴ ｎ’ｉｍａｖ，ニ マ

π’翻 αな ど） と関係 が深 い こ とを 指摘 し， ニ マデ ィ フ と同 じ慣 習 が ヤ クー ト族 で非 常

に広 く行 な わ れて い る こ とか ら， その 起 源 を ヤ ク ー ト族 に求 めて い る。 彼 は そ の理 由

と して次 の よ うに述 べ て い る。

　 　 「ッ ング ー スが この慣 習 を ヤ ク ー トか ら借 用 した と いふ こ とは， 實 にあ り さ うな

　 こ とで あ る。 そ の理 由 の一 つ は ヤ ク ー トに於 い て は この慣 習 は ツ ング ース に於 け る

　 よ り行 き亘 つ て ゐ る と いふ こ とで あ り，二 は ツ ン グー ス の諸 呼稻 は 「賓客 」，「訪 問 」

　 といふ観 念 と關係 あ る ら しい こ とで あ る。 ッ ング ー ス は從 つ て この風 習 を ， ヤ クー

　 ト （ツ ング ー ス よ り一 層 「文 明 で」 あ る） の所 へ お客 に行 つ た とき 「良 い作 法」 の

　 一 形 式 と して探 用 したの で あ ら う。 故 に ツ ング ー ス の胸 中 で は この慣 習 は 「訪 問」

　 や 「賓 客 」 といふ 観 念 と關係 を持 つ た ので あ ら う。」・［シロ コゴ ロフ　 １９４１：３９６］

　 シ ロコ ゴ ロ フの この ニマ デ ィ フ とい う慣 習 の解 釈 の うち， この慣 習 が 「訪 問 」 「賓

客 」 とい う観 念 と関係 が あ る と い う こ とは大 い にあ り得 る と思 わ れ る。 とい うの は ，

後 に示 す 表 に見 られ るよ うに， 獲 物 を狩 猟 者 が 独 占せ ず ，一 部 を他 人 に分 け与 え る と

い う慣 習 を 表 わ す 言葉 （ニマ ト， ニ マ デ ィフな ど） と訪 問，賓 客 を表 わす 言 葉 が ， 非
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常に類似 しているか，同じ語幹を共有 しているか らである。

　 しかし，この慣習の起源をヤクー トの慣習に求めている点 と，この慣習が氏族内の

成員間の関係を規定するという考え方 には疑問を感 じざるを得ない。特に後者の点に

ついては，シロコゴロフが獲物を同一氏族成員 に渡す，または，獲物は氏族のもので

あると述べているのに対 し，後年，エヴェンキ族，エヴェン族の調査に従事 している
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　リ

ヴ ァ シ ー リェヴ ィチや グ ール ヴ ィチ， トゥ ゴル コ フ らは， 獲 物 は集 落 内 の他 氏 族 の成

員 に渡 さね ば な らな い と述 べ て い る ［ＢＡｃＭＪＩＥＢｎｑ　 ｌ９５８：２９３；ｒｙｐＢ四 　 １９６０：７４；

トゥゴル コ フ 　１９８１：１３４］。

　 この問 題 は エヴ ェ ンキ族 の社 会構 成 に か かわ る重要 な もので あ るが ， そ の前 に ， ニ

マ ト～ ニマ ク に類 す る言 葉 の意 味 と分布 を表 と図 で示 して お こ う。

　 この表 １で表 わ した よ うに， これ らの言 葉 は ニマ ト系 の語 とニマ ク～ ニ メ ク系 の語

に大別 で きる。 前 者 は 「狩 の獲 物 の分 け前」 や 「獲 物 を集 落 内 で分 配 す る こ と」，「毛

図 ２　 ニ マ ト～ニマクの類語の分布状況

４６５
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表 １　 ニ マ ト～ニ マ ク 関 係 の 語 彙

１． ニ マ ト系 の こと ば

民 族 方 口

 íåìàäèâóò-  (v.) 

 íèìàí-  (v) 

 íèìàò'-

   í'èìffò  (n.)

 íàìà÷èð~ 
 í'àìà÷èð  (n.) 

 íéìàò  (n.) 

íèìàò  (n.) 

íèìàòòàí  (ï•) 

í'àìàò  (n.) 

 íèìàò-~ 

 í'èìàò-  (v.)

 íàìàò-  (v.) 

íèìàòêé-  (v.) 

íèìàòêèí  (n.) 

 í'àìà÷÷èðèí 
 (n.) 
 í'éìÅäó-  (v.) 

 í'éìà  (n.) 

 í'àìàò  (n.)

 í'éìäóëäó-  (v.) 

 íéìàò  (ï.) 

 íéìàò-  (v.)

エ ヴ ェンキ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

エ ヴ ェ ン

〃

〃

　　〃

ネギダール

　　 〃

北 バイカル

ウチ ュ ル

ポ ドカ ー メ ンナ ヤ ・ツ ングー

ス カ ， アル ダ ン， ヴ ェル ホ レ

ンス ク， エル ボ ガ チ ェ ン，ゼ
ー ヤ

， イ リ ンピ， マー ヤ， ネプ
，サハ リ ン，トッキ ン， トン

モ ト， トゥ ンギ ール ， トッチ

ン， ウル ミ， ウチ ュ ル， チ ュ

リマ ン

北 バ イカ ル

ウチ ュル

ウル ミ

ウチ ュル

ポ ドカー メ ンナ ヤ ・ツ ングー

ス カ ， アル ダ ン， サハ リン，

トッキ ン， トンモ ト， ウル ミ，

ウチ ュ ル， チ ュ リマ ン

ネ プ，北 バ イカ ル

エル ボ ガ チ ェ ン， ス イ ム， ウ

ル ミ， ウチ ュル

ウル ミ， ウチ ュル

オ ー リャ

オ ー リャ

オ ー リャ， サ ック ィル ィル，

トンポ ン

サ ッ クィル ィル

ニ ー ジネ＝アム グ ン

ニー ジネ＝ア ムグ ン

ｔ 意 味

集落内の全成員間で獲物を分
け合う

肉で客にごちそうする

１）　 分け前 （狩猟活動 におけ

　 る分配，普通獲物の毛皮の　半分）

２）　 客や仲 間の狩人に毛皮の

　一部を分 け与える こと

３） 分 け前をも らえ る仲間の

　狩人

４） 食物 （クマの脂肪で揚 げ

　 られた クマ の肉） 〔マーヤ，
　 サハ リン， トッチ ン， ウル

　 ミ，ウチュル〕

５） 狩人の分け前 〔ポ ドカー
　 メンナヤ ・ツングースカ，
　 ヴ ァナヴ ァル〕

１） 殺 した獲物の肉を与える

　 （普通オジに）

２）　 自分の収入の一部 を他人

　 に与える

３） 獲物の毛皮を客人や狩人
　仲間に与 える

４） 贈 り物をす る

殺 された クマを他氏族 の者 に
渡 し，皮を剥 がせ る

毛皮をとること，特に クマの
毛皮 を剥 ぐこと

獲物 の分 け前 （老人，寡婦，
貧民に分 け与える）

雛 生轟 》籍の都獲
分 け前を もらう人

１） 分け前，取 り分

２） 獲物を集落内で平等に分

　 けるために，老人にそれを
　 渡す習慣

助 ける

分 け前，取 り分

与える，分け前を与える獲物
の一部を与え る
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２．　 ニ マ ク系 の こ とば

 íèìç-^.,í'èìý 

 íèìýâ-'' 
   íèìýâ-^ 

 í'èìýâ-  (w•) 

íèìýó-N 
 íèì  - 

 í'èìýó-  (è.) 
 íèìàó-  (v.) 

 íèìýâó-  ' 
 í'èìýâó-  (w-) 

 íèìýóó-.%ä 
   í èìý$ó-^~ 

 (ò.) 
 í'èìîâó-  (v.) 

 íèìýâó5â  % 
 íèìýâóSý  ' 

 í'èìýó3  (ï-) 
 í'èìîâó3ý  (ï•) 

 í'èìýâóê (ï.) 
 í'èìýóóSý (ï.) 

 íèìýó~íèìýó 
 'Í'ÈÌýó  (ï.) 

 íèìýê'íèìýê 
 â'í'èìýê  (n.)

íèìê  (n.)

 íèìýóè-'—ä 
 í'èìýóé-  (v.) 

 íèìýóéñèí-
 ~í'èìýóéñèí 

        (ò.) 
 íèìýjèêòý-

 ~í'èìýJèêõý 
 (ò.) 

 íèìýêòý-,-,-ä 

 í'èìýêõý-  (v.) 
 íèìýêòó-  (v.) 

 íèìýêýò-/÷ 
 í'èìýêýò-I÷-

         (ó.) 
 íèìýíý-  (v.)

民 族

エ ヴ ェンキ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

方 口

ポ ドカ ー メ ンナ ヤ ・ツ ング ー

ス カ ， アル ダ ン

ポ下 カ ー メ ンナ ヤ ・ツ ングー

ス カ ， アル ダ ン， サハ リン

ス イ ム

ポ ドカー メ ンナ ヤ ・ツ ングー
ス カ， バ ル グ ジ ン， ス イ ム，

北 バ イ カル

アル ダ ン， ゼ ー ヤ， サ ハ リ ン，

ウル ミ， ウチ ュ ル

バ ル グ ジ ン

ポ ドカー メ ンナヤ ・ツ ングー

ス カ， ア ルダ ン，ゼ ー ヤ， ウ

チ ュル ， チ ュ リマ ン

バ ル グ ジ ン

トッチ ン

バ ル グ ジ ン，ゼ ー ヤ， サハ リ

ン

ポ ドカ ー メ ンナ ヤ ・ツ ングー

ス カ

ポ ドカ ー メ ンチ ヤ ・ツ ング ー

ス カ， ア ルダ ン， マー ヤ， ナ

カ ンノ ブ， サ ハ リ ン， トッキ

ン， トンモ ト， トッチ ン， ウ

ル ミ， ウチ ュル ， チ ュ リマ ン，

チ ュ ミカ ン

ア ルダ ン， エル ボ ガ チ ェ ン，
ゼ ー ヤ， イ リ ンピ， ネ ル チ ン

ス ク， ス イム， サ ハ リ ン， ウ

ル ミ， ウチ ュル

ポ ドカー メ ンナ ヤ ・ツ ングー

ス カ

ポ ドカ ー メ ンナ ヤ ・ツ ング ー
スカ

ポ ドカー メ ンナヤ ・ツ ングー

ス カ

ア ルダ ン， エ ルボ ガチ ェ ン，

イ リ ンピ， ネ プ， ス イム ， ト

ク ミ ン

サハ リン， トンモ ト， トッチ

ン， ウチ ュル ， チ ュ リマ ン，

チ ュ ミカ ン

アル ダ ン

意 味

隣人の もとへ客に行 く，客になる （訪問する）

度 々客になりに行 く，客にな
る （訪問する）

客

１） 客

２） 隣…人 （訪 問 客 ）

３） 他 氏 族 の者 〔アル ダ ン，

　 イ リ ンピ， ス イ ム， ウチ ュ

　 ル〕

客として訪問する

出発する，客 にな りに出向 く

客になりに行 く
客 として行 く

、

／隣人として生活する

４６７
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民 族 方 ロ １ 意 味

 íèìýíí'èìýí 
         (ï.) 

íèìàí  (n.) 

 í'èìîí  (n.) 

 í`èìçðèìñýê 
 (n.) 

 íèìýð  %  íèìýð 
 'í'èìýð  (ï.)

 íãìàó-  (v.) 
 íèìýð (ï.) 

 í'èìý  (àäå.) 

 í'èìýëòý  (àäå.) 

 í'èìýó-  (v.) 
 íãìà-  (v.) 

 í'èìýóíè-  (v.) 

 í'èìýóíý-  (v.) 

 íãìàãíà-  (v.) 

 í'èìýêíý-  (v.) 

 í'èìýã}íý-  (v.) 

 í'èìýóíý3  (n.) 

í'èìýâ÷ý  (n.) 

 í'èìýã1íýç  (n•) 

 í'èìçê  (n.)

 íãìàê  (n.) 

 í'èìýêýò-/÷-  (v.) 

 é  èìýð (ï.) 

 íãìàð (ï.) 

 í'èìýj-  (v•) 

 í'èìýõ, 
  í'èìýõé  (ï•) 

 í'èìýõèëìýò-
,í'èìõýììýò-

         (÷.)

エ ヴ ェ ンキ

〃

〃

〃

〃

ソ ロ ン

　 〃

エ ヴ ェ ン

　 〃

　 〃 』

　 〃

　 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ネギダール

〃

〃

ポ ドカ ー メ ンナ ヤ ・ツ ング ー
ス カ

トンモ ト　 ’

ポ ドカ ー メ ンナヤ 。ツ ング ー

ス カ

ゼ ー ヤ， イ リン ピ， ス イム ，

トッキ ン， トンモ ト， トゥ ン
ギ ール ， トッチ ン， ウル ミ，

ウ チ ュル ， チ ュ リマ ン

ボ ドカー メ ンナヤ ， ツ ングー
ス カ， アル ダ ン， エ ル ボガ チ

ェ ン， ゼ ー ヤ， イ リ ン ピ， マ
ー ヤ， ネプ ， ス イム ， サハ リ
ン， トッキ ン， トク ミ ン， ト

ゥ ンギ ール ， ウル ミ， ウ チ ュ
ル ， チ ュ リマ ン

オ ー リ ャ， モ ム， ペ ンジ ナ

サ ッ クィル ィル

ブ ィス トリン

コル イマ＝オモ ロ ン

オ 鞘 リ ャ， ブ ィス ト リン， モ
ム， ペ ンジ ナ， トン ポ ン

オ ー リャ， ブ ィス ト リン， モ
ム， オ ホ ー ツク， ペ ンジ ナ，

トン ポ ン

コル イマニオモ ロ ン

サ ッ ク ィル ィル

アル ライ ホ フ

オー リャ， ブ ィス トリン， モ
ム， オ ホ ー ツ ク， ペ ン ジナ，

トンポ ン

サ ックル ィル

アル ライ ホ フ

オ鞠 リャ， アル ライ ホ フ， ブ

ィ ス ト リン，モ ム ， オ ホー ツ

ク， ペ ン ジナ， サ ック ィル ィ
ル， トンポ ン

コ ル イマ＝オ モ ロ ン

オ ホ ー ツ ク

オ ー リャ， アル ライ ホ フ， モ
ム， オ ホー ツ ク， ペ ンジ ナ，

サ ック ィル ィル ， トンポ ン

コ ル イマニオ モ ロ ン

ヴ ェ ル フネ＝ア ムグ ン，　 ニー
ジ ネ＝アム グ ン

ニ ー ジネ＝ア ム グ ン

ニ ー ジネ＝ア ム グ ン

１） 隣…人 として客にな りに行

　 くこと

２） 家政，天幕

ユ） 客

２） 隣…人

３） 家 族 〔ゼ ー・…ヤ， マ ー ヤ，

　 トッチ ン， ウル ミ， ウチ ュ

　 ル ， チ ュ リマ ン〕

客になりにし）く

２軒並んだテ ン ト

｝隣人として

｝客になる

度 々客になりに行 く

客 にな りに出向 く （近 い隣人
へ）

客，客た ち （近い ところから
の）

隣人 （隣 のテ ン トまたは隣…の
集落 の者を さす）

隣…人 を持 っ

１） 隣…人

２）　 隣人 の テ ン ト〔コル イマ＝

　 オ モ ロ ン）

３） 家 政 〔モ ム〕

客にな りに行 く，客 になる

隣人

隣人として生活する

４６８
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１民 副 方 言 １ 意 味

Ｈ’ＨＭｇＫ９ （ｎ．）

Ｈ’ＨＭ９聴Ｋ９ （ｎ・）

ＨＨＭａ （ｎ．）

ＨＨＭａＵＫａ （ｎ・）

ＨＨＭａＨＫａ （ｎ．）

Ｈ’ＵＭｇｐｕ。（ｖ・）

ＨＨＭ９脚 （ｎ・）

Ｈ’ＨＭ９１９Ｋ９ （ｎ・）

Ｈ聯 ９Ｍｙ噛

Ｈ’ＨＭ９刀Ｈ・（Ｖ．）

Ｈ’ＨＭ９（ｎ・）

Ｈ’ＨＭ３Ｈｑｇ （ｎ，）

ノ

Ｈ ＨＭ３ＰＨ’～

Ｈ’ＨＭｇｐｙ。（ｖ・）

Ｈ’Ｍ３ＰＨＫＴｙ （ｎ・）

Ｈ’ＨＭｇＰ３ｎＣＨ－（ｖ）・

Ｈ’ＭＭ３ （ｎ．）

Ｈ’ＨＭ５Ｈ’Ｈ’δＨ’Ｈ

（ｎ．）

Ｈ’ＭＭＳＰＨ－（ｖ・〉

ノ コ ノ ノロ

Ｈ ＨＭ３ＰＨＸｇＨ Ｈ Ｈ

（ｎ．）

ノ コ

Ｈ ＨＭｇｐｇＴｇＨ．～

ｖ．）Ｈ’ＵＭＳｐｓ９９Ｈ・（

ＨＨＭＫ５ （ｎ．）

ＨＨＭＫ９耳Ｋ５ （ｎ・）

ＨＨＭ５ （ｎ．）

聞 Ｍ３Ｋ５ （ｎ．）

ＨＨＭｇＫ９耀Ｋ５ （ｎ・）

ＨｎＭＳ （ｎ・）

ＨＨＭ３Ｐ１｛一（ｖ・）

Ｈｌ｛ＭＳＰＫＣＹ （ｎ・）

オ ロ チ

〃

〃

〃

〃

〃

ウ デ へ

〃

〃

〃

ウ リ チ

〃

〃

〃

〃

ウ イ ル タ

J-  t 4

ホル

サマルギ ン

ホル

サマルギ ン

ナ イ ヒン

クル＝ウル ミ

ナイ ヒ ン

ナイ ヒ ン

１） 隣人

２） 同 じ集落の者

客 にな りに行 く

１） 隣人

２） 遠 い親族 〔ホル〕

隣人 と して生活する

客になりに行 く

隣人

１）隣人 たち　　２） 隣

隣入のところへ客 にな りに出
向 く

隣人のところへ客 にな りに行く
のを好む人

度 々隣入 のところへ客になる

１） 隣…人　 　２） 客

３） 知人

近 い隣人のところへ客にな り
に出向 く

客

度 々慰 になる

１）・隣人

２） 隣人 の

隣人の ところへ客になりに出
向 く

隣人の ところへ客になりに行
くのを好む人

ｖ．＝動 詞 　 　ｎ．・＝名 詞 　 　ａｄｖ・＝副 詞

 Ñðàâíèòåëüíûé  ñëîâàðü  òóíãóññî-ìàíü÷æóðñêèõ  ÿçûêîâ  1975:593-596] に よ る。

表 記は当辞書に準拠 し，キ リル文字主体の ロシア式音声記号を用 いた。

皮 を他 氏族 の者 に渡 す こ と」 な ど の意 味 を 持 ち，後 者 は 「隣 人」，「客 人 」，「訪 問 」 な

どの 意 味を 持 つ。 しか し， 両 者 は全 く別 々 の語 群 で は な い。

　 例 え ば， κπ捌 珈 ～ κ’〃〃魏 と い う言葉 に は 「分 け前 を も らえ る仲 間 の狩 人 」 とい

う意 味 が あ り， 纏 〃δκ一とい う動 詞 には 「肉 で客 を歓 待 す る」 とい う意 味 が あ って ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４６９
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これ らは ニマ ク～ ニ メ ク系 の語 と共 通 の意 味 合 い を持 つ 。 そ して ， 「客 人 」 と して 出

向 け ば必 ず 歓 待 され ， ご ちそ うを 出 され ， 「隣 人 」，「集 落 内 の人 々」 と は とれ た獲 物

を共 に分 け合 う関係 を 持 って い る。

　 した が って， この ニ マ ト， ニ マ ク～ ニ メ ク両 系 統 の語 群 は意 味 す る範 囲 が大 き く重

な って お り， シロ コ ゴ ロ フが言 うよ うに， ニ マ ト （彼 は ニマ デ ィ フ と して い る） と い

う慣 習 は 「隣…人 」，「賓 客」，「訪 問 」 とい った 観念 と密 接 に結 びつ いて い る。 た だ し，

こ こで さ らに注 目 しな けれ ば な らな い の は，両 語 群 の分 布 域 で あ る。

　 ま ず ニ マ ク～ ニ メ ク系 の語 の分 布 に注 目す れ ば ， この系 統 の語 は ほ ぼ ッ ング ー ス系

の 民族 全 域 に分 布 して い る （満 州 族 は今 回 の 考察 の対 象 に して いな い の で未 調 査 で あ

る）。 しか し他 方 ， ニ マ ト系 の語 は エ ヴ ェ ン キ， エ ヴ ェ ン， ネギ ダ ー ル の い わ ゆ る北

方 ッ ング ー ス系 の言 語 を 持 つ 民族 に限 られ て い る。

　 この こ とは， 決 して オ ロチ ， ウ デへ ， ウ リチ ， ナ ナ イ （ゴ リ ド）， ウイル タ （オ ロ

ッコ） な ど の民 族 にニ マ トに類 す る獲 物 の 分配 ，相 互 扶 助 の 習慣 が な い とい うこ とを

意 味 す る もので はな い。 彼 らの言 語 の 中 に ， 獲 物 の 分配 の慣 習 と 「隣…人 」，「客 人 」，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド

「訪問」などの観念との結びつきがことばの形で表出していないだけであると見 るべ

きであろう。

　 しかし，この分布状況は両系統の語の生成過程の一面を表わ している。つまり，借

用語か独 自の語かは別として，まず 「賓客」，「訪問」を意味するニマク～ニメク系の

ことばが分化の始まる前のッングース語に現われ，それから北方ツングース系の人々

が分化した後に，彼 らの間で獲物の分配を意味するニマ ト系のことばが出現 したと考

えられる。ただ，両系統のことばの発生に外来の影響があったのか，それともその発

生が周辺民族に影響を及ぼ したのかはまだ不明である。

　 ニ マ ト，ニマ ク に類 す る他 民 族 の こ とば と して は ヤ ク ー ト語 の ３配〃魏 ～ κゴ扉瀦魏

（贈 り物 ，特 に殺 され た トナ カ イ の毛 皮） と ３配濯伽 〃協 ～ κブ配〃δ〃２〃協 （贈 り物 を

す る）， ユ カギ ール語 の κ〃κ３冤，κｙＭＯ （両 方 と も住 居 ， テ ン ト， 天 幕 を意 味 す る）

が あ る。 ヤ ク ー ト語 の方 が ニ マ ト系 の こ と ばの類 語 で あ り， ユ カギ ール語 の方 が ニ マ

ク～ ニ メ ク系 の類 語 で あ る。

　 ユ カ ギ ー ル族 は シベ リア の先 住 民 族 と考 え られ て い る古 ア ジァ 系 の諸 民 族 の一 派 と

さ れ て い るこ と か ら， ユ カ ギ ール 語 の κπκ３尾，型 〃ｏ が ニ マ ク～ ＝ メ ク系 の語 の基 礎

にな って い る と も考 え られ るが ，「テ ン ト」， 「住 居 」 の意 味 を持 つ の は ， ユ カ ギ ー ル

に最 も近 い地 方 で生 活 して い る エ ヴ ェ ン族 のニ メー ク κ’μ〃５κ とニ メ ール κ’μ〃砂

だ け で あ り （表 １参 照 ）， ユ カ ギ ール 語 の こ とば が 全 ツ ング ース 語 にま た が るニ マ ク

４７０



佐 々木 　 クマ祭に集まる人々

～ニメク系の言葉の祖先であることを断言することはまだできない
。

　 ま た ， ヤ ク ー ト語 の ３麗溺魏 と 顔 配溺魏 はニ マ トと非 常 に よ く類 似 して い るが ，

これ もど ち らか らど ち らへ 影 響 した のか 断 言 す る こ とは で きな い。 た だ ， ヤ クー トと

北 方 ッ ング ース諸 族 （エ ヴ ェ ンキ， エ ヴ ェ ン， ネ ギダ ール） は共 にタ イガ の 中 で狩 猟

を し，接 触 す る機 会 は多 か った ので ，何 らか の影 響 を互 い に及 ぼ し合 っ た の は事 実 で

あ ろ う。

　 しか し， シ ロ コゴ ロフ の い う， エ ヴ ェ ン キ の ニマ トの 「ヤ ク ー ト起 源 説 」 に は説 明

上 か な り無 理 が あ る。 確 か に， ヤ ク ー トの間 で ，客 に対 す る食 料 ，毛 皮 等 の贈 与 ， そ

れ に対 す る返礼 が盛 ん で あ るの は事 実 で あ るが ，客 に対 す る贈 与 ，集 落 内 で の獲 物 の

分配 ，相 互 扶 助 は ヤ クー ト， エ ヴ ェ ンキ だ け に限 られ ず ，東 シベ リァ の諸 民 族 に普 遍

的 に見 られ る現 象 で あ る。 したが って ， エ ヴ ェ ンキが ヤ ク ー トか ら借 用 した とは限 ら

な い。 しか も彼 は， エヴ ェ ン キが ヤ クー トを 「訪 問」 した時 ， よい作 法 と して ， 「よ

り文 明 」的 で あ るヤ クー トか ら借 用 した と して い るが ， ヤ クー トの 中 で も 「よ り文 明 」

的で あ る南 部 の人 々 は， この贈 与 の 慣 習 を 煩 わ しが り，獲 物 が手 に入 った 時 や ，食 事

の準 備 の 時 に他 人 に見 つ か らな い よ うに隠 れ るな ど の姑 息 な こ とを行 な い， さ らに，

食 物 を 旅 人 や 隣…人 に ま で 売 りつ け るな ど， 彼 らの 間 で 慣 習 の空 洞 化 が 目立 って い る

［ＴｏＫＡＲＥｖ　ａｎｄ　ＧｕＲｖｌｃＨ　 ｌ　９６４：２７５；ＳｕＭＮＥＲ　ｌ　９０１：６９］。 した が って 「よ り文

明」 的な と ころ か ら 「良 い作 法 」 と して 借 用 した とい う彼 の論 法 は 当 た らな い。

　 以 上 よ り， エ ヴ ェ ンキ の ニマ トは ，語 彙 の面 で も慣 習 の 内容 の面 で もヤ クー トか ら

の借 用 とは言 い切 れ な い の で あ る。

　 シ ロ コゴ ロフ に よ って初 め て提起 され た問 題 で あ るニ マ ト， ニ マ ク に関 す る慣 習 と

氏 族 組織 との 関係 は以 下 の よ うに考 え て い くべ きで あ ろ う。

　 シ ロ コ ゴ ロ フは前 述 で 引 用 した よ う に， ニ マ ト （ニ マデ ィ フ） を氏 族 成 員 間 の 関係

を表 わ す慣 習 と規 定 す る。 彼 に よ る と， 現 実 に行 なわ れて いた 隣人 や他 氏 族 成 員 へ の

ニ マ トの適 用 は ，異 氏 族 の 者 が入 り混 じって定 住 地 が形 成 され る とい う近 年 の新 しい

状 況 へ の適 応 で あ る とい うこ と にな る ［シ ロ コ ゴ ロ フ　 １９４１：３８９１。

　 元 来 ， シロ コ ゴ ロ フは ツ ング ース （エ ヴ ェ ンキ） 社 会 に お け る氏族 の位 置 づ け を著

し く高 く評 価 して いた。

　 彼 によ れ ば ， ツ ン グー ス の氏 族 は（１）そ の氏 族 で生 れ た男 女 ，（２）そ の氏 族 が 養 取 した

者 ， （３）他 の氏 族 に属 す るが ， そ の氏 族 の 男子 と結 婚 した 婦 人 ， の ３種 類 の 人 々で構 成

され ， 「そ の諸 員 が共 通 の起 源 を 有 し， 防衛 す べ き何 らか の共 通 の利 害 を 有 して い る

社 会 単 位」 で あ る。 そ して ， 単 位 と して 次 の ８項 目の事 項 に お いて行 動 す る ［シ ロ コ
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ゴロフ　１９４１：３７８－３７９］。

　１） 族外婚の諸慣習 と諸原則とによって規定されている婚姻事項。

　２） 結婚 しなければならない氏族員を援助 して，氏族を更に増大せ しめること。

　３）　氏族員の道徳 （諸慣習と諸規定） に関する事項。

　４）　財産関係などに基づ く氏族員間の葛藤。

　５）　氏族の名誉と復讐。

　６） 通例滅多にないが，種々の法律上の問題。

　７）　政治的機能をも含む氏族間及び民族間の諸関係。

　８）　行政的機能 （行政的組織が当局から任命された別個なものでなければ）。

氏族の社会単位としての団結は，最高権威である氏族会の開催 と氏族の神 （スピリ

ット）の存在によって保障され，氏族は共同墓地と一定の領有地を保有 している ［シ

ロコゴロフ　 １９４１：３８０－３８７］。 シロコゴロフも後のソ連のエヴェンキ研究者 と同様

に，民間伝承の中に領域をめ ぐる氏族間抗争があることから，氏族領域の観念がかつ

ては氏族の基本的観念の一つであったという見解を表明している。彼の調査当時の状

況 （２０世紀初期）では，土地はすべて異氏族成員によって構成される 「狩猟組」によ

って分割されていたが， これは氏族領域の分解過程であると彼は述べる ［シロコゴロ

フ １９４１：３８８］。

　彼の北方ッングース氏族の研究は現在では貴重な資料である。 しかし，彼が様々な

氏族の成員たちによって狩猟組を結成する状況は比較的近年のことであると述べてい

る点は大いに疑問を感 じざるを得ない。というのは，エヴェンキ族やエヴェン族は ト

ナカイを乗 り物 として利用 しながら狩猟活動を行なうようになって以来，その行動半

径を大いにひろげており，タイガの中で異氏族の者 と出会い，共に行動する可能性が

高いか らである。そして，エヴェンキ達が トナカイの背に乗って狩猟活動を始めたの

はロシア人が彼 らと接触するはるか以前のことであり，彼 らが トナカイを荷駄 として

利用する原初的形態の トナカイ飼養を始めたのは，２０００年前から３０００年前にまでさか

のぼることができる （［ＢＡｔｉＨｌｌｌＴＥｖａＨ　ｌ９７１］に詳しい）。つまり，彼 らの行動半径の大

きな狩猟活動は長い歴史を持っているわけである。

　度重なる移動の中で，彼 らの氏族は離合集散，生成消滅を繰 り返 したと思われるが，

そのような状況においては同氏族の者だけで集落や狩猟集団を結成 したと考える方が

不自然であろう。広大なタイガの中で，異氏族の者と遭遇 した際，時には狩猟地の縄

張 り争いか ら抗争が起きることもあったであろうが，厳 しい自然の中で生 き抜 くため

に，互いに獲物を分け合い，協力 し，援助 し合っていたと考えられる。
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　エヴェンキには，彼らが所属氏族にかかわらず，相互に助け合 ってきたことを表わ

す狩猟活動に関する慣習がいくつかある。例えば，仕掛弓で殺された動物を見つけた

者はだれでも枝肉の半分までは自分のものにしてよかった。また，高価な 「香素」を

もち，貴重な現金収入 となるはずのジャコゥネコも，どうしても必要な時は，あとで

一言 ことわりさえすれば他人のワナから，頭と前足 （神聖な部分 とされる）を除いて，

とってしまうことができた ［トゥゴルコフ　 １９８１：１３２］，そして，本項で詳述 してい

るニマ トもこれ らと同じ種類の慣習と考えるべきである。つまり，氏族の立場から規

定される慣習ではなく，共 に住む者，共に活動する者の秩序 と相互扶助という立場か

ら規定されるものであり，氏族内での成員の行動を規制 し，成員間の関係を明確にす

るのではな く，集落，狩猟集団内での行動を所属氏族に囚われないで規制するわけで

ある。

　 シロコゴロフがニマ トを氏族内での秩序と相互扶助を目的とした慣習であると述べ

るのは，まず，エヴェンキの集落や狩猟集団は同一の氏族成員によって結成されるの

が原則であり，ニマ トの相手 となるニマクと呼ばれる 「隣人」は元来必ず同氏族成員

であるはずだったという考え方が根底にあったためである。 しかし，エヴェンキ族や

エヴェン族の トナカイ飼養が非常に長い歴史を持ち，その行動範囲の広い狩猟，遊牧

活動が古 くから行なわれていたことを考慮すると，同一氏族成員で集落や狩猟集団を

結成するのは決して原則ではな く，様 々な氏族に属する人々が，時には異民族出身の

者も含んだ形で，結成す るのが通常の姿であったと考えるべ きである。したがって，

ニマ ト，ニマクをめぐる慣習は，あくまでも集落内の人々の相互の協力，助け合いで

あり，決 して，獲物が氏族のものであるということを意味す るのではない。そして，

ニマ ト，ニマクの慣習をはじめとする種々の狩猟活動にまつわる慣習や規則は，氏族

の枠を越えた，狩人と狩人の間の秩序と相互扶助を目的としていると考えられる。

　 以上クマ祭で重要な役割を果たすニマクが，ニマ トまたはそれに類する言葉で呼ば

れる，獲物の分配をめぐる慣習と，言葉の上でも内容の上でも密接に結びついており，

しかもその慣習が非氏族的な４）性格を持っていることを明らかにした。 しか し，前節

で紹介 したクマ祭の準備過程の中で，ヴァシーリェヴィチが，ニマクはクマ穴発見者

の姻族の者がなる，とりわけ，その妻の兄弟が選ばれると述べている点 に注目すると，

ニマク選出には単に集落内の相互扶助を目的とした規則ばかりではな く，エヴェンキ

族一般の親族構造を反映 した規則も働いていると考えられる。

４） ここでい う 「非氏族的」 とは，上で 引用 した シロコゴロフの定義 した氏族の もつ諸規制にと

らわれて いないという意味である。
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　 ニ マ クの よ うな 重要 な 役柄 を 自分 の姻 族 の者 に ま かせ る とい う こ とは ， ウ リチ族 の

クマ祭 に お いて グ シ （ｇｕｓｉ母 の兄 弟 ） とガ マ ス ン （ｇａｍａｓｕｎ 父 の姉 妹 の 息子 ，母 の 兄

弟 の 息子 ） が重 要 な働 きを す る こ とと軌 を 一 に して いる と思 わ れ る。

　 ウ リチ族 の クマ 祭 は隣 族 の ギ リヤ ー ク （ニ ヴ ヒ） 族 の場 合 と 同様 に， ア イ ヌ 型 の

「飼 い グマ祭 」 で あ り， ま た ，死 亡 した氏族 成 員 の 弔 い上 げ の儀 式 で もあ る。 したが

って ， エ ヴ ェ ンキ族 の場 合 と異 な り，主 宰 者 ま た は主宰 氏 族 が存 在 し， 参加 者 は そ の

主 宰 者 に招 か れ ，獣 肉 ，魚 ， クマ の 肉 な どで 歓 待 され る。

　 そ の クマ祭 の過 程 の 中 で特 異 な 役割 を果 た す の が主宰 者 に グ シま た はガ マ ス ン と呼

ば れ る関係 にあ る人 々 で あ る。

　 彼 らは他 の客 た ち と と もた犬 の競 走 に参 加 した り， 饗 宴 に参 加 して大 い に飲 食 す る

他 に ，次 の よ うな 働 きを す る。 １）祭 の ８ 日 目， イ ナ ウ作 りが終 った後 ， クマ が イ ナ

ウを見 せ る た め に濫 か ら出 さ れ るが ， そ の 時 に ， 自分 の勇気 と機 敏 さ とを 示 す た め に ，

クマ の 背 に飛 びつ くと い う行 事 を行 な う。 ２） 祭 の ９日 目， グ シま た は ガマ ス ンの一

人 が クマ を殺 す 弓矢 を ひ く。 ３） 祭 の １５日 目，供 せ られ た クマ の 肉 を グ シに属 す る者

が 最 初 に食 べ る。 特 に最 年 長 の グ シに は クマ の 上 顎 が与 え られ ，妻 の兄 と妻 た ちの 父

親 た ち には下 顎 が与 え られ る ［ＺｏＬｏＴＡＲＥｖ　 ｌ９３７：ｌｌ８－１２０］。

　 祭 の クマ を殺 す 行 為 を グ シま た はガ マ ス ンの 人 々にや らせ た り， グ シの人 々 に クマ

の 肉 を優 先 的 に与 え る とい う こ とは ， ウ リチの 親 族構 造 と深 い か かわ りを持 って い る。

　 レヴ ィ・ス トロ ース の 理論 を用 いて ッ ング ース 諸 族 の親 族 構 造 を 研 究 す る 黒 田信 一

郎 氏 に よれ ば ， グ シは ｗｉｆｅ　ｇｉｖｅｒの出 自集 団 を ， ガ マ ス ンは ｗｉｆｅ　ｔａｋｅｒの 出 自集 団

を指 す こ とにな り， グ シは ガ マス ン に対 して構 造 的 に優 位 に あ る ［黒 田 　 １９８０：１１］。

この グ シ とガ マ ス ンの 関係 は相 対 的 な もの で あ るか ら， クマ祭 の主 宰 者 に と って は母

ま た は妻 の親 族 が グ シ とな り， 自分 達 は彼 らに対 して ガ マ ス ン とな る。 ま た ， 自分 達

の血 縁 の女 性 が嫁 した先 が ガ マ ス ン とな り， そ れ に対 して 自分 達 は グ シとな る。

　 クマ祭 の クマ を 直 接 の姻 族 で あ る グ シま た は ガ マ ス ンの 人 に殺 させ る と い うの は ，

主 宰者 と して直 接 手 を 下 す の を避 け る と い う意 味 を持 ち， これ が トー テ ムの 遺制 で あ

る とす る説 が あ る ［ＺｏＬｏＴＡＲＥｖ　 １９３７：１２６］。 しか し， ク マ の 肉が グ シに 優先 的 に

与 え られ る とい う点 を 考 慮 す る と， クマ の殺 害 や食 事 は ウ リチ の 親族 構 造 ， つ ま り，

グ シ の優 位 性 とガ マ ス ンの 劣位 性 を反 映 して い る と考 え るべ きで あ ろ う。

　 た だ し， クマ 肉 の食 事 につ い て は ， グ シの人 々へ の敬 意 か ら優 先 的 に食 べ て も ら う

こ と に な る と解 釈 で きるが ，殺 害 に つ いて は ゾ ロタ レ フは ど ち らと も指 定 して いな い

た め， こ の行 為 が優 位 の者 にや って も ら う行 為 な のか ，劣 位 の者 にや らせ る行 為 な の
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か は不 明 で あ る。 ク レイ ノ ヴ ィチ ら

の 記述 に よれ ば， ギ リヤ ー ク で は劣

位 に あ る ｗｉｆｅ　ｔａｋｅｒ の者 に クマ を

殺 させ ， ク マ 肉 も大半 を彼 らに供 し

て しま う と い う ［黒 田　 １９７５：４１，

４７－４８；ＺｏＬｏＴＡＲＥｖ　　１９３７：１２６，

１２８］。 した が っ て ギ リヤ ー クの事 例

で は食 事 に 関 して は ウ リチ と逆 に な

っ て い る。

　 エ ヴ ェ ン キの親 族 構 造 に関 して は，

ギ リヤ ー クや ウ リチ ， ウ イル タ の よ

うに整 然 と した 体系 化 は まだ な され

図 ３　 ウ リチ族 の社会構造 （オロッコ＝オル

　　　チ ャ体系） ［黒 田　 １９８０：１１］を改変

て い な い。 た だ ， 一 般 交 換 の体 系 が レヴ ィ・ス トロー ス に よ って 大枠 と して想 定 され

て い るだ けで あ る。

　 しか し，ク マ穴 発 見者 が そ の 旨 を 自分 に と って ｗｉｆｅ　ｇｉｖｅｒの集 団 の一 員 で あ る姻 族

の者 に報 告 し， 彼 を ニ マ ク と し， クマ殺 害 の権 利 と 自分 の槍 を渡 す な どは ， 明 らか に

ｗｉｆｅ　ｇｉｖｅｒ の集 団 の ｗｉｆｅ　ｔａｋｅｒ の集 団 に対 す る構 造 的 な優 位 を反 映 して い る と見 ら

れ る慣 習 で あ る。 そ して ， 祭 の形 態 こそ違 うが ， ク マ祭 に ｗｉｆｅ　ｇｉｖｅｒの集 団 の優 位

性 が 表 出す る と い う点 で ， ウ リチ族 の場合 と共 通 して い る。

　 我 々は ， ク マ祭 で クマ穴 発 見 者 の姻族 の者 で あ るニ マ クが重 要 な役 割 を 果 た す とい

う現 象 を ，嫁 出 した 姉 妹 の子 供 に対 す る養 育 ，援 助 の義務 （エ ヴ ェ ン族 の事 例 に つ い

図 ４　 エヴェンキの社会構造 とニマク
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て は ［ｎｏｎＯＢム　 １９８１：１４９］） や ， 結 婚 の際 に嫁 資 と して 花 嫁 側 の氏族 か ら新 しい夫

婦 に対 して 将来 必 要 な生 活 必 需 品 が贈 られ る こと ［シロ コゴ ロ フ　 １９４１：４７２；ＢＡＣＨ－

ｎＥＢＨｑ　 ｌ　９６９：１５８；ｒｌｏｎｏＢＡ　 ｌ９８１：１４９］ と同種 の現 象 で あ る とみ なす 。 つ ま り，構

造 的 に優 位 に あ る ｗｉｆｅ　ｇｉｖｅｒ集 団 の ｗｉｆｅ　ｔａｋｅｒ集 団 に対 す る権 利 と義 務 の一 つ な の

で あ る。

　 結局 ， エ ヴ ェ ンキの クマ祭 に お け るニ マ ク とい う役 柄 の存在 は ，彼 らの集 落 形 態 と

狩 猟 民社 会 の秩 序 を 反 映す る だ けで な く，彼 らの親 族 構 造 の一 面 を 鮮 か に映 し出 して

い るの で あ る。

３． 狩 人 達

　クマ穴発見者，ニマクとともにクマ穴へおもむ く一団の狩人達の役割は，クマ猟の

補助とクマの皮剥ぎ，解体の手伝い，集落への運搬，クマ肉や頭部の調理，そ して遺

骨の埋葬である。ただ，こうした仕事はすべて他の男達 と協同 して行なわれるもので

あり，クマ狩に随行 した人々だけの仕事というものではない。前節でも述べたように，

クマ祭用の儀礼的な集団狩猟に参加 した狩人達は特に英雄扱いはされず，ニマ トの慣

習のため，クマの毛皮や肉に対 して特権があるわけではない。

　クマ穴発見者 とニマクに従ってクマ猟に行 く狩人の選出は特に何の記述もない。そ

のため，彼 らのクマ穴発見者やニマクとの関係は不明であるが，同じ集落内の友人達

で，狩の腕前，経験とも十分な人々の中か ら選出されると考えておくのが無難であろ

う。

４． 長 老 達

　 集 落 の 中 で 人 々 の尊 敬 を集 め て い る老 人 達 は， そ の経 験 と知識 を活 用 して クマ祭 の

準 備 と儀 礼 の進 行 を指 導 ， 監督 し，食 事 に際 して は最 優 先 に され る権 利 を 持 つ 。

　 老 人達 の 間 で は一 般 の人 々の 間 に見 られ る男 女 によ るクマ へ の禁 忌 の違 いは な い 。

一 般 の女 性 は クマ の頭 部 に触 れ て は い け な い し， ま して頭 部 の 肉 や脳 を食 べ る こ とは

許 されな い。 しか し，尊 敬 を集 め て い る老 婦 人 は， アル ダ ノ＝ウチ ュル 地 方 の事 例 に

もあ る よ う に， 長老 た ち と と も に食 前 の儀 礼 を 行 な い，脂 肪 料 理 を優 先 的 に食 べ る こ

とが で き る ［ＢＡＣＨＪＩＥＢｖａｑ　 １９７１：１６４］。 ま た， や は り前節 で紹 介 した事 例 に もあ るよ

うに ，ス イ ム， オ レ クマ， ウ チ ュル ， ウル ミな どの地 方 で は クマ の頭 の皮 は最 年 長 の

婦 人 が剥 ぎ と る とい わ れて い る ［ＢＡＣＨＪＩＥＢｖａｇ　 １９７１：１６１］。

　 エ ヴ ェ ンキで は老 人 を敬 う こ とは家 族 ，集 落 ， 氏族 の若 い者達 の義 務 で あ る。 そ し
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て敬われるべき老人には，女性としての生理的な営みを終えてしまった老婦人 も含ま

れる。そうした老入達への配慮がクマ祭でも厳格に守 られている。

５． 一 般 の 参 加 者

　クマ祭の饗宴に加わり，クマの肉を腹一杯食べるのに制限や資格のようなものはな

い。かつては共に狩猟活動，遊牧活動を行なう者だけに限 られていたという記述もあ

るが ［ＢＡＣＨＪＩＥＢＨｑ　ｌ９７１：１６１］，レーヴィンやヴァシーリェヴィチ， トゥゴル コフら

の調査では集落にいる者は全員参加できるとされている。 中には偶然祭 の場 に居合

わせた者でも，異民族の者でも参加できる場合があった よ うである ［トゥゴルコフ

１９８１：１７４］。

　クマ祭の饗宴の恩恵は直接参加 した者だけでな く，参加 しなかった近隣…の親族たち

にまで及ぶ。祭で残った肉その他の食物が参加者に分配され，さらに彼らの親族の者

にまでお裾分けされるからである。

　参加者の果たす仕事は饗宴の準備である。男女のクマ肉への禁忌の違いと分業 とに

よって仕事が分かれており，男性は頭部を調理 し，女性は他の肉を調理し，食べる。

饗宴の準備の間，若者達は伝統的な踊 りに酔いしれ，宴の中では人々は黙々と肉を食

べ，時々占いのようなことを行なう。

　エヴェンキ族のクマ祭は，その集落の構成 と狩猟慣習を反映 して，その場に居合わ

せた者全員が参加でき，主宰者が不明であるという特徴を反映 して，誰もが，長老達

の指示や日常の慣習に従いなが ら，自主的に祭を作り上げている。

ｗ． 結 論

　以上のように，ヴァシー リェヴィチが収集，整理 した資料に基づいて，エヴェンキ

族のクマ祭に参加する５種類の人々の役割，地位，その人々の行動に現われている諸

規則について検討 した結果，以下のような結論が得 られた （前節の中でニマクに関す

る記述が長大になったのは，これまで論 じたように，これが祭の中で最も多 くの役割

を演 じ，いくつかの重要な規則，慣習と密接に関係 していたからである）。

１）　 まず，祭の中核をなす狩猟遊牧集団や集落は，単一の氏族の成員から成 るのを

　原則 とするのではなく，様々な氏族の出身者によって，地域的，経済的基盤の上

　に構成されているのを常 としていた。
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２）　 したが って，それ らの集団，集落の中では，秩序を保ち，相互 に助け合って生

　活す るために，氏族制度に基づ く諸規律だけでなく，それに拘束 されない，狩人，

　牧人どうしの関係を規定する狩猟，遊牧慣習が重要な機能を果た していた。

３）　ニマクに妻の兄弟を選ぶように，狩猟慣習の中にも親族構造の一端であるｗｉｆｅ

　ｇｉｖｅｒの集団の ｗｉｆｅ　ｔａｋｅｒの集団に対する優位性が顕われていた。

４）　そのほか，年長者への敬意，男女の分業と禁忌などの一般的な社会慣習がクマ

　祭でも守 られていた。

５）　そして，以上の社会現象を反映 していることから，エヴェンキ族のクマ祭は氏

　族の祭ではなく，共に住み，共に活動する人々の祭であり，土地との結びつきを

　持つということがいえる。

　これらの結論により，エヴェンキ社会の全体像を描 き出すためには，シロコゴロフ

が入念に行なった氏族制度の解明だけでなく，狩猟，遊牧，漁労等の日常活動のたあ

の非氏族的な諸慣習，諸規律の整理が必要であることが判明した。エヴェンキ族の集

落や狩猟遊牧集団がすでに集団化以前から非氏族的に構成 されていたということは，

ニクリーシンＨＨＫｙπｂｌＨＨＨが１９３９年の著作で主張 して以来，レーヴィン， ドルギフ，

グールヴィチらによって支持されてきた［ＪＩＥＢＨＨ　Ｈ皿ｏ刀ｍｘ　ｌ９５１；ｒｙｐＢＨｑ　１９７０］。

しかし，彼らもまた 「氏族社会から地域社会への変化」という枠組の中でシベ リア諸

民族の社会を把 らえており，結局は狩猟採集経済下での氏族を基盤とした狩猟集団の

存在を前提にした議論にとどまっている。そして，シベリア諸民族については，実際の

狩猟集団と氏族のような単系出自集団との関係の精密な分析はまだなされてはいない。

　フィール ドワークに基づ く一次資料が得難 く，また革命後の激 しい社会変動によっ

てたとえ調査が行なわれていても成果を期待できない現在，こうした問題を追求する

には，１８世紀以来の文献に頼 らざるを得ない。 しか し，それらを丹念に調べ上げ，そ

こから狩猟，遊牧，漁労などの諸活動 に関する慣習や規則を取 り出し，整理すること

ができれば，シロコゴロフらが十分研究 し尽 くさなかった部分を埋め合わせることが

でき，さらにはエヴェンキ社会のより‘正確な全体像を描 くことができるはずである。

こうしたことが，今後のエヴェンキ社会 （またはッングース社会）研究の課題であろ

う。
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